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v

ま
え
が
き

本
書
は
「
福
祉
国
家
と
は
何
か
」、「
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
を
、
資
本
主
義
、
国
家
、
社
会
運
動
の

相
互
関
係
の
中
で
考
察
し
、
現
代
の
政
治
的
な
対
立
と
選
択
肢
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
研
究
で
あ
る
。

福
祉
国
家
と
聞
く
と
、
も
は
や
時
代
遅
れ
の
仕
組
み
だ
と
思
う
読
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
で
も
経
済
協
力
開
発
機

構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）に
属
す
る
先
進
諸
国
は
、
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）の
う
ち
平
均
二
一
％
を
社
会
支
出
に
費
や
し
て
い
る（O

ECD
 Social Ex-

penditure D
atabase, 2022

）。
乳
幼
児
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
義
務
教
育
の
提
供
、
高
等
教
育
へ
の
支
援
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
健
康
保
険
、

障
害
な
ど
へ
の
生
活
支
援
、
働
け
な
く
な
っ
た
時
の
生
活
保
護
、
高
齢
者
へ
の
年
金
・
介
護
に
至
る
ま
で
、
ま
さ
に
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓

場
ま
で
」、
私
た
ち
の
生
活
は
福
祉
国
家
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
世
紀
は
「
福
祉
国
家
の
世
紀
」
と
呼
ば
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
先
進
諸
国
の
国
家
は
雇
用
政
策
と
社
会
保
障
と
い
う
二
つ

の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
福
祉
国
家
は
政
治
、
経
済
、
社
会
の
あ
り
方
を
決
め
る
一
つ
の
結
節
点
と
な
り
、
社
会
科
学
に
と
っ
て

も
っ
と
も
重
要
な
研
究
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

二
〇
世
紀
末
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
本
格
的
に
進
展
し
、
人
び
と
の
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
福
祉

国
家
は
新
た
な
経
済
社
会
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
変
革
を
迫
ら
れ
て
き
た
。
新
自
由
主
義
が
世
界
を
席
巻
し
、
も
は
や
福
祉
国
家
は
維

持
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
一
方
で
、
経
済
成
長
を
支
え
る
よ
う
な
新
た
な
形
の
国
家
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う

見
方
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
福
祉
国
家
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
書
で
は
、
個
別
政
策
に
関
す
る
研
究
も
踏
ま
え
つ
つ
、
福
祉
国
家
を
一
つ
の
総
体
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
存
立
基
盤
、
現
在
の
変
容
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を
で
き
る
限
り
理
論
的
に
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
。
私
た
ち
が
福
祉
国
家
変
容
の
意
味
を
理
解
し
、
個
別
政
策
の
変
化
を
評
価
す
る
た
め

に
は
、
そ
う
し
た
研
究
が
不
可
欠
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
資
本
主
義
、
国
家
、
社
会
運
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
の
中
で
福
祉
国
家
の
形
成
と
変
容
を
と
ら
え
よ
う
と
試
み
た
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
問

い
を
扱
っ
て
い
る
。
資
本
主
義
の
強
み
と
限
界
と
は
何
か
。
資
本
主
義
は
社
会
の
中
に
ど
の
よ
う
な
矛
盾
や
対
立
を
生
み
出
す
の
か
。
国

家
は
資
本
主
義
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
自
律
性
を
持
つ
の
か
。
国
家
の
固
有
の
役
割
と
は
何
か
。
国
家
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
化
と
は
何
を
意
味

す
る
の
か
。
資
本
主
義
と
国
家
の
発
展
は
社
会
の
中
に
ど
の
よ
う
な
対
抗
運
動
を
生
み
出
し
て
き
た
の
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
現
代

に
お
け
る
社
会
的
亀
裂
と
は
何
か
。

筆
者
の
専
門
は
政
治
学
、
政
治
経
済
学
で
あ
る
。
た
だ
し
、
上
記
の
よ
う
な
問
い
を
扱
う
た
め
、
社
会
政
策
、
経
済
学
、
歴
史
学
、
社

会
学
、
思
想
・
哲
学
な
ど
で
き
る
限
り
広
い
関
連
分
野
の
議
論
を
渉
猟
し
、
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
な
お
、
本
書
は
福
祉

国
家
に
関
す
る
理
論
的
な
考
察
で
あ
り
、
各
国
の
福
祉
政
策
に
つ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア
メ
リ

カ
、
日
本
を
対
象
と
し
た
『
福
祉
政
治
史

★

―
―

★

格
差
に
抗
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
七
年
）に
お
い
て
、
歴
史
と
比
較
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

学
問
の
専
門
分
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
現
代
の
政
治
・
経
済
・
社
会
の
あ
り
方
に
関
心
を
持
つ
人
、
社
会
諸
科
学
を
学
ぶ
人
に
と
っ
て
、

自
ら
の
関
心
が
学
問
全
体
の
中
で
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
知
り
、
専
門
を
横
断
し
た
対
話
や
学
び
を
行
う
こ
と
は
、
ま
す
ま
す

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
本
書
が
そ
う
し
た
方
々
に
と
っ
て
、
探
究
を
進
め
る
た
め
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
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序 章　問題の所在

1

�
序
　
章

問
題
の
所
在

第
一
節
　
福
祉
国
家
の
隘
路

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
国
家
の
変
容

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
国
境
を
越
え
た
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
移
動
が
活
発
に
な
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
本
格
的
に
進
展
す
る
と
、
先
進
国

は
財
政
、
金
融
、
雇
用
、
社
会
保
障
な
ど
多
く
の
分
野
で
改
革
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
家
の
変
容
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か

は
学
問
的
に
も
大
き
な
論
争
点
と
な
っ
て
き
た
。

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
か
け
て
よ
く
唱
え
ら
れ
た
の
が
、「
新
自
由
主
義
」
や
「
底
辺
へ
の
競
争
」
と
い
う
見
方
で

あ
る
。
新
自
由
主
義
の
代
表
的
な
研
究
者
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
に
よ
れ
ば
、
新
自
由
主
義
と
は
、
国
家
の
役
割
を
自
由
な
市
場
へ

と
移
し
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
も
効
率
的
な
財
の
生
産
と
分
配
が
行
わ
れ
、
社
会
全
体
が
豊
か
に
な
る
と
い
う
考
え
方
を
指
）
（
（
す
。
過
去

三
〇
年
に
わ
た
っ
て
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
、
民
営
化
、
規
制
緩
和
が
進
み
、
新
自
由
主
義
が
世
界
を
覆
い
尽
く
し
て

き
た
と
い
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
国
が
「
底
辺
へ
の
競
争（race to the bottom
）」
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
と
も
論
じ
ら
れ
て
き
）
2
（
た
。

こ
の
見
方
に
よ
る
と
、
国
境
を
越
え
た
資
本
移
動
の
自
由
化
に
と
も
な
っ
て
、
企
業
は
本
拠
や
工
場
を
税
の
安
い
国
、
労
働
規
制
や
環
境

規
制
の
緩
い
国
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
人
の
移
動
は
国
境
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
う
え
、
言
葉
や
文
化
の
違
い



2

も
あ
る
た
め
、
労
働
者
は
自
由
に
他
国
へ
と
移
動
で
き
な
い
。
企
業
が
本
拠
や
工
場
を
他
国
へ
と

移
す
と
「
産
業
の
空
洞
化
」
が
起
こ
り
、
国
内
で
失
業
が
広
が
る
。
こ
う
し
て
企
業
と
労
働
者
の

力
関
係
は
企
業
の
側
が
優
位
と
な
る
。
賃
金
の
引
き
下
げ
、
労
働
条
件
の
引
き
下
げ
を
行
っ
て
も
、

失
業
を
恐
れ
る
労
働
者
は
従
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
そ
の
う
え
国
家
も
企
業
の
言
い
分
を
聞
き

入
れ
て
、
税
を
引
き
下
げ
た
り
、
労
働
規
制
を
緩
和
し
た
り
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
先
進
国
も

途
上
国
も
「
底
辺
へ
の
競
争
」
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
、
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

は
た
し
て
こ
れ
ら
の
議
論
は
先
進
国
の
政
治
経
済
の
実
態
を
正
確
に
表
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

統
計
で
確
認
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
議
論
と
実
態
と
の
間
に
は
少
な
か
ら
ぬ
ズ
レ
が
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
表
0
―

1
は
一
九
九
〇
年
以
降
の
公
的
社
会
支
出
の
推
移
で
あ
る
。
公
的
社
会
支
出
と

は
、
人
び
と
の
厚
生
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
政
府
が
行
う
支
出（
社
会
保
障
、
住
宅
補
助
、
職
業
紹

介
な
ど
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
）を
総
称
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
本
格
的
に
進
む
一
九
九
〇
年
代
か
ら
の

二
〇
年
間
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
除
く
主
要
国
の
公
的
社
会
支
出
は
増
え
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年

代
に
入
っ
て
も
横
ば
い
で
あ
る
。
特
に
日
本
は
三
〇
年
間
で
二
倍
以
上
に
増
え
た
。

国
家
の
税
収
も
確
認
し
て
お
こ
う
。「
底
辺
へ
の
競
争
」
論
に
よ
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と

も
に
各
国
は
税
の
引
き
下
げ
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
表
0
―

2
を

見
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ア
メ
リ
カ
を
除
い
て
ど
の
国
で
も
微
増
と
な
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
必
然
的
に
「
国
家
の
退
場
」（
ス
ー
ザ
ン
・
ス
ト
レ
ン
ジ
）を
も
た
ら
す
わ
け
で

は
な
く
、「
小
さ
な
政
府
」
へ
の
収
斂
も
起
こ
っ
て
い
な
）
（
（
い
。
今
日
ま
で
「
新
自
由
主
義
」
が
世

界
を
覆
い
尽
く
し
て
い
る
と
い
う
議
論
が
人
口
に
膾
炙
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
議

論
の
多
く
は
印
象
論
に
と
ど
ま
り
、
事
実
の
一
部
を
過
大
に
評
価
し
て
い
る
。
国
家
の
役
割
は
単

（990 2000 20（0 20（9
スウェーデン 26.9 26.5 25.9 25.5
フランス 24.4 27.7 （（.（ （（.0
ドイツ 2（.4 25.5 26.0 25.9
日本 （0.9 （5.4 2（.2 22.（（20（7）
イギリス （4.9 （6.9 2（.（ 20.6
アメリカ （（.2 （4.（ （9.（ （8.7
OECD 平均 （6.5 （7.5 20.6 20.0

表 0-1　公的社会支出の推移（対 GDP 比，%）

出典：OECD Statistics, Social Expenditure, Aggregated data, 202（.
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に
「
縮
減（retrenchm

ent

）」
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
中
身
を
「
再
編（recalibration

）」
さ
せ

る
途
上
に
あ
る
と
言
う
方
が
正
確
で
あ
る
。

社
会
的
投
資
へ
の
収
斂

そ
れ
で
は
、
国
家
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら

多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、「
社
会
的
投
資（social investm

ent

）」
あ
る

い
は
「
社
会
的
投
資
国
家
」
へ
の
収
斂
で
あ
る
。

社
会
的
投
資
は
「
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」（
能
動
的
政
策
）と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
書
で
詳
し

く
論
ず
る
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
発
展
し
た
福
祉
国
家
の
主
た
る
中
身
は
、
人
び
と
が
働
け

な
く
な
っ
た
と
き
に
生
活
を
保
障
す
る
「
受
動
的
」
な
給
付
と
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た（
公
的
年
金
、
医
療
、

失
業
給
付
、
公
的
扶
助
な
ど
）。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
の
経
済
成
長
期
が
終
わ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
下
で
国

家
の
支
出
を
抑
制
す
る
圧
力
が
強
ま
る
と
、
福
祉
と
経
済
成
長
を
両
立
さ
せ
る
政
策
が
模
索
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
社
会
的
投
資
と
は
、
人
び
と
が
労
働
市
場
で
自
ら
「
能
動
的
」
に
働
き
、
生
活
の
糧
を

得
て
自
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
政
策
を
総
称
す
る
。
女
性
の
就
労
を
促
す
子
育
て
支
援
、
教
育
、
職

業
訓
練
、
職
業
紹
介
な
ど
の
給
付
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
）
4
（
る
。

社
会
的
投
資
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ
ン
ズ
や
イ
ェ
ス

タ
・
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
な
ど
の
専
門
家
に
よ
っ
て
語
ら
れ
始
め
た
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

国
際
機
関
が
競
っ
て
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
上
げ
、
福
祉
改
革
の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
以
下
、
大
ま
か
な
流
れ
を
ふ
り
返
っ
て
お
こ
う
。

経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）は
、
一
九
九
六
年
に
公
表
し
た
雇
用
戦
略（Job Strategy

）で
、
社
会

表 0-2　総税収の推移（対 GDP 比，%）

（990 2000 20（0 20（9
フランス 4（.2 4（.4 42.（ 45.4
スウェーデン 49.0 48.8 4（.（ 42.9
ドイツ （4.8 （6.4 （5.5 （8.8
イギリス （2.9 （2.8 （2.（ （（.0
日本 28.2 25.8 26.5 （2.0（20（8）
アメリカ 26.0 28.（ 2（.5 24.5

出典：OECD Revenue Statistics, Total Tax Revenue as % of GDP, 202（.
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政
策
と
経
済
成
長
の
両
立
を
図
る
鍵
と
な
る
の
が
労
働
者
の
知
識
や
技
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
教
育
・
職
業
訓
練
へ
の
投
資
、
す
な
わ

ち
「
積
極
的
労
働
市
場
政
策（active labour m

arket policies

）」
だ
と
論
じ
）
5
（
た
。
そ
の
後
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
人
的
資
本
へ
の
投
資
、
積
極
的

労
働
市
場
政
策
を
繰
り
返
し
推
奨
し
て
い
）
6
（
く
。

欧
州
委
員
会
は
一
九
九
七
年
の
報
告
で
、「
生
産
的
要
素
と
し
て
の
社
会
保
護
」
と
い
う
項
目
を
設
け
、
加
盟
国
の
社
会
保
護
シ
ス
テ

ム
を
雇
用
親
和
的
な
も
の
へ
と
転
換
す
る
よ
う
提
唱
し
）
7
（
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
策
定
し
た
リ
ス
ボ
ン
戦
略
で
は
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
。

欧
州
諸
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
「
知
識
基
盤
経
済
」
の
挑
戦
に
直
面
し
て
い
る
。
経
済
の
競
争
力
と
社
会
的
結
束（social cohision

）を
両

立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
育
や
職
業
訓
練
な
ど
の
「
人
的
資
本
へ
の
投
資
」
を
増
や
し
、
就
業
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
）
8
（
る
。

欧
州
委
員
会
は
、
二
〇
一
三
年
の
指
針
「
成
長
と
結
束
の
た
め
の
社
会
的
投
資
」
で
も
、
若
年
失
業
、
人
口
高
齢
化
、
経
済
危
機
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
に
「
社
会
的
投
資
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
べ
き
だ
と
提
案
し
）
9
（
た
。

こ
う
し
て
社
会
的
投
資
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
知
識
経
済
化
、
人
口
高
齢
化
な
ど
の
変
化
に
対
応
し
て
、
福
祉
と
経
済
成
長
を
両
立
さ

せ
る
た
め
の
鍵
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
進
諸
国
は
子
育
て
支
援
、
教
育
、
就
労
支
援
な
ど
へ
の
支
出
を
増
や
し
、
人
び
と
の

「
雇
用
可
能
性（em

ployability

）」
を
拡
大
さ
せ
る
政
策
を
競
っ
て
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
主
要
な
中
道
右
派
、
中
道
左
派
の
政
党
も

「
人
へ
の
投
資
」
を
こ
ぞ
っ
て
唱
え
る
よ
う
に
な
り
、
も
は
や
政
策
上
の
違
い
は
見
い
だ
し
に
く
く
な
っ
て
い
）
（1
（
る
。

詳
し
く
は
第
一
章
で
指
摘
す
る
が
、
主
要
な
福
祉
国
家
研
究
も
ま
た
上
記
の
動
向
を
後
追
い
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
各
国
の
比
較

な
ど
に
よ
っ
て
、
社
会
的
投
資
の
導
入
の
遅
速
、
そ
の
拡
大
の
成
否
を
も
た
ら
す
要
因（
選
挙
制
度
、
党
派
性
、
制
度
の
経
路
依
存
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
な
ど
）、
投
資
の
効
果
な
ど
を
探
る
研
究
が
、
政
治
学
、
経
済
学
、
政
治
経
済
学
、
社
会
政
策
学
な
ど
に
お
い
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
）
（（
（
る
。

格
差
の
固
定
化
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

こ
の
よ
う
に
、
今
日
の
先
進
諸
国
で
は
左
右
政
党
の
間
に
社
会
的
投
資
へ
の
「
収
斂
」
が
生
じ
、
福
祉
国
家
研
究
者
の
間
で
も
研
究
関
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心
の
「
収
斂
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
）
（1
（
る
。
も
は
や
福
祉
国
家
の
現
状
、
そ
の

将
来
に
つ
い
て
根
本
的
な
認
識
の
違
い
は
な
く
な
り
、
改
革
を
ど
の
よ
う
に
実
践
す
る

の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
先
進
諸
国
の
政
治
の
現
状
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
「
収

斂
」
傾
向
と
全
く
異
な
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
先
進
諸
国
の
政
治
は
安
定
化
す
る

ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
。
既
成
政
党
を
「
腐
敗
し
た
エ
リ
ー
ト
の

代
弁
者
」
と
し
て
批
判
し
、「
汚
れ
な
き
民
衆
」
の
利
益
を
直
接
代
表
す
る
と
称
す
る

左
右
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
勢
力
が
、
多
く
の
国
で
主
要
政
党
を
脅
か
す
ま
で
に
な
っ
て

い
）
（1
（
る
。

欧
州
で
は
、
移
民
・
難
民
の
排
斥
を
掲
げ
た
り
欧
州
懐
疑
主
義
を
唱
え
る
極
右
政
党

が
伸
長
を
続
け
、
二
〇
一
〇
年
代
に
は
第
一
〜
第
三
党
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政

党
で
は
な
い
が
、
欧
州
連
合
離
脱（Brexit

）を
決
め
た
二
〇
一
六
年
イ
ギ
リ
ス
の
国
民

投
票
、
同
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の
選
出
で
も
、
移

民
へ
の
排
斥
感
情
、
排
外
主
義
を
掲
げ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
が
投
票
行
動
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
。

既
成
政
党
に
幻
滅
し
、
政
治
へ
の
信
頼
を
失
っ
て
い
る
人
も
増
え
て
い
る
。
た
と
え

ば
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
、
政
治
を
信
頼
す
る
人（「
公
僕
は
自
分

の
よ
う
な
人
間
の
考
え
る
こ
と
を
顧
み
て
い
な
い
」
と
い
う
問
い
に
「
否
」
と
答
え
る
人
）の
割
合

は
、
一
九
六
〇
年
前
後
か
ら
二
〇
〇
〇
年
前
後
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
し
て
き
）
（1
（
た
。

議
会
選
挙
の
投
票
率
を
見
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
後
半
ま
で

1985
1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1990 1995 2000 2005 2010

図 0-1　OECD 諸国の所得格差の推移（所得上位 （0% と下位 （0%）

注：OECD（7 カ国の平均．（985 年＝（ として計算．
出典：OECD, In It Together, OECD Publishing, 20（5, p. 2（.
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の
間
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
平
均
投
票
率
は
七
五
％
か
ら
六
五
％
へ
と
一
割
低

下
し
て
い
）
（1
（
る
。

政
治
不
信
、
民
主
主
義
へ
の
不
満
が
広
が
っ
て
い
る
大
き
な
要
因
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
が
、
格
差
の
拡
大
あ
る
い
は
固
定
化
で
あ
）
（1
（
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
統
計

に
よ
れ
ば
、
加
盟
三
四
カ
国
内
の
上
位
一
〇
％
の
富
裕
層
と
下
位
一
〇
％
の
貧

困
層
の
所
得
格
差
は
一
九
八
〇
年
代
に
七
倍
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
三
年
に
は

九
・
六
倍
に
拡
大
し
た
。
特
に
下
位
四
〇
％
の
実
質
所
得
は
三
〇
年
間
で
ほ
と

ん
ど
伸
び
な
か
っ
た
と
い
う（
図
0
―

1
）。

経
済
学
者
の
ブ
ラ
ン
コ
・
ミ
ラ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
一
九
八
八
年
か
ら
二
〇
〇

八
年
の
一
人
当
た
り
実
質
所
得
の
伸
び
を
検
討
し
）
（1
（
た
。
図
0
―

2
に
示
さ
れ
る

と
お
り
、
世
界
の
中
で
所
得
が
上
位
一
％
の
人
び
と（
Ｃ
点
）、
つ
ま
り
先
進
諸

国
の
最
上
位
層
の
所
得
は
六
〇
％
以
上
増
え
る
一
方
、
先
進
諸
国
の
下
位
半
分

に
当
た
る
人
び
と（
Ｂ
点
）の
所
得
は
ほ
ぼ
伸
び
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
先
進
諸
国

の
所
得
中
位
以
下
の
人
び
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か
ら
「
取
り
残
さ
れ
て
き

た
」
の
で
あ
る
。

社
会
的
投
資
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
動
向
も

確
認
し
て
お
こ
う
。
Ｅ
Ｕ
二
七
カ
国
の
二
〇
歳
か
ら
六
四
歳
の
平
均
就
業
率
を

見
る
と
、
二
〇
〇
五
年
の
六
六
・
八
％
か
ら
二
〇
一
九
年
の
七
三
・
一
％
へ
と
伸

び
て
い
る
。
働
く
人
の
割
合
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
的
投
資
が
機
能

し
た
証
拠
の
よ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
相
対
的
貧
困
率（
世
帯
所
得
が
平
均

0 10 20 30 40 50
世界の所得分布の百分位

60 70 80 90
0

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

100

実
質
所
得
の
累
積
増
（
％
）

A

B

C

図 0-2　グローバルに見た所得の伸び（（988-2008 年）

出典：ブランコ・ミラノヴィッチ『大不平等』みすず書房，20（7 年，（（ 頁より筆者作成．



序 章　問題の所在

7

の
五
〇
％
以
下
の
割
合
）は
、
二
〇
〇
五
年
の
一
〇
・
一
％
か
ら
二
〇
一
九
年
の
一
〇
・
二
％
へ
と
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
）
（1
（
い
。
こ
の
時
期

の
欧
州
で
は
、
働
く
人
が
増
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
格
差
は
縮
小
せ
ず
、
む
し
ろ
固
定
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
目
的
と
方
法

本
書
の
目
的

先
進
諸
国
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
を
背
景
と
し
て
、
福
祉
と
就
労
を
結
び
つ
け
る
社
会
的
投
資
政
策
へ
の
「
収
斂
」
が
起
こ
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
同
じ
時
期
に
格
差
の
固
定
化
・
拡
大
を
背
景
と
し
て
、
政
治
の
分
極
化
、
不
安
定
化
が
進
ん
で
い
）
（1
（
る
。
社
会
的
投
資
に

関
心
を
収
斂
さ
せ
る
今
日
の
福
祉
国
家
研
究
は
、
こ
う
し
た
大
き
な
政
治
変
動
が
な
ぜ
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
格
差
が
縮
小
し
な
い

の
か
を
う
ま
く
説
明
で
き
て
い
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
福
祉
国
家
の
役
割
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
福
祉
国
家
変
容
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
個
別
政
策（
福
祉
、
雇
用
、
教
育
、
家
族
政
策
な
ど
）を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
制
度
的
な
要
因
や
、
そ
の
帰
結
を

探
る
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
福
祉
国
家
を
一
つ
の
総
体
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
変
容
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
歴

史
的
、
理
論
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
資
本
主
義
、
国
家
、
社
会
運
動
の
相
互
関
係
を
主
題
と
し
、
福
祉
国
家
の
存
立
基

盤
、
そ
の
変
容
を
で
き
る
か
ぎ
り
理
論
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
実
証
的
・
経
験
的
な
研
究
蓄
積
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ら

を
統
合
し
、
今
後
の
研
究
の
方
向
性
に
示
唆
を
与
え
る
「
基
礎
理
論
」
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

方
法
に
つ
い
て

な
ぜ
「
基
礎
理
論
」
が
必
要
な
の
か
。
基
礎
理
論
は
経
験
的
な
研
究
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
答

え
る
た
め
、
少
し
回
り
道
を
し
て
社
会
科
学
の
方
法
を
め
ぐ
る
近
年
ま
で
の
学
術
動
向
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
な
お
方
法
論
に
関
心
の
な
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い
読
者
は
、
以
下
を
読
み
飛
ば
し
て
第
一
章
に
進
ん
で
い
た
だ
い
て
も
か
ま
わ
な
い
。

経
験
的
研
究
と
理
論
的
研
究
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ま
ず
社
会
科
学
の
方
法
を
め
ぐ
る
歴
史
的
な
対
立
に
つ
い
て
触
れ
て
お

こ
う
。
自
然
科
学
が
発
展
し
た
一
九
世
紀
以
降
、
社
会
科
学
を
自
然
科
学
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
実
証
主
義（positivism

）が
唱
え
ら
れ
）
11
（
た
。

実
証
主
義
と
は
、「
事
実
の
観
察
に
基
づ
き
、
社
会
の
一
般
法
則
を
導
出
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
す
る
方
法
を
広
く
指
す
。
実
証
主
義
で

は
、
あ
る
個
人
・
集
団
の
行
動
を
も
た
ら
し
た
要
因
を
特
定
し
、
原
因
と
結
果
の
あ
い
だ
の
因
果
連
関
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
を
社
会

一
般
の
法
則
へ
と
包
摂
し
て
い
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
法
則
は
、
将
来
の
行
動
を
予
測
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
る
。

一
方
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
は
、
実
証
主
義
を
批
判
し
、
人
文
社
会
科
学
を
解
釈
学
的
な
方
法
に
よ
っ
て
基
礎
づ

け
よ
う
と
す
る
潮
流
が
現
れ
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ュ
ル
タ
イ
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
、
エ
ト
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
、
マ

ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
彫
琢
さ
れ
た
解
釈
学
で
は
、
社
会
が
「
意
味
に
よ
り
構
造
化
さ
れ
た
生
活
連
関
の
全
体
」
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。
個
人
・
集
団
の
行
為
は
意
図（intention

）や
目
的（purpose

）に
媒

介
さ
れ
た
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
、
行
為
の
連
関
で
あ
る
社
会
現
象
の
意
味
を
「
理
解
」
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。
社
会
科
学
に
お
け
る

因
果
法
則
は
、
こ
う
し
た
意
味
理
解
に
と
っ
て
有
用
な
か
ぎ
り
に
お
い
て
探
求
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
方
法
論
を
め
ぐ
る
対
立
は
、「
自
然
科
学
」
と
「
文
化
科
学
」（
Ｈ
・
リ
ッ
ケ
ル
ト
）、「
法
則
定
立
的
」
と
「
個
性
記
述
的
」

（
Ｗ
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
）、「
説
明（Erklären

）」
と
「
理
解（Verstehen

）」（
Ｊ
・
Ｇ
・
ド
ロ
イ
ゼ
ン
）な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
語
彙
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
て
き
）
1（
（
た
。
両
者
の
対
立
と
調
停
は
、
長
ら
く
社
会
科
学
の
基
礎
づ
け
を
め
ぐ
る
中
心
的
な
論
点
で
あ
っ
た
。

一
例
と
し
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
理
解
社
会
学
を
掲
げ
た
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
議
論
を
参
照
し
て
み
よ
う
。
彼
は
一
九
〇
四
年

に
発
表
し
た
古
典
的
な
論
文
「
社
会
科
学
と
社
会
政
策
に
か
か
わ
る
認
識
の
「
客
観
性
」」
の
中
で
、
社
会
科
学
の
諸
段
階
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

（
仮
定
上
の
）「
法
則
」
や
「
要
因
」
を
確
定
す
る
こ
と
は
…
…
わ
れ
わ
れ
の
追
求
す
る
認
識
に
到
達
す
る
た
め
の
…
…
最
初
の
段
階
に
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す
ぎ
な
い
。
上
述
の
「
諸
要
因
」
の
、
そ
の
つ
ど
歴
史
的
に
与
え
ら
れ
た
個
性
的
な
集
合
と
、
そ
れ
ら
「
諸
要
因
」
の
、
こ
の
歴
史

的
集
合
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
、
具
体
的
な
、
独
特
の
意
義
を
そ
な
え
た
協
働
作
用
と
を
、
分
析
し
、
秩
序
づ
け
て
説
明
す
る
こ
と
、

そ
し
て
と
り
わ
け
、
こ
の
意
義
と
根
拠
と
性
質
と
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
、
第
二
の
段
階
で
あ
ろ
う
。
…
…
つ
ぎ
に
、
す
で
に
生
成

し
た
こ
の
集
合
の
も
つ
、
現
在
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
個
々
の
個
性
的
特
徴
を
、
で
き
る
か
ぎ
り
過
去
に
ま
で
遡
り
、
こ
れ
ま
た
個

性
的
な
先
行
の
布
置
連
関
か
ら
、
歴
史
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
、
第
三
の
段
階
で
あ
ろ
う
し
、
最
後
に
、
未
来
に
お
け
る
可
能
な
布

置
連
関
を
見
定
め
る
こ
と
が
、
考
え
ら
れ
る
第
四
の
段
階
と
な
ろ
）
11
（
う
。

こ
こ
で
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
個
別
現
象
の
因
果
「
法
則
」
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
社
会
科
学
の
「
最
初
の
段
階
」
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
て

い
る
。
実
際
の
社
会
現
象
は
、
複
数
の
要
因
が
相
互
に
影
響
し
あ
い
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
個
性
を
備
え
る
に
至
っ
た
集
合
と
し
て
あ
る
。

あ
る
集
合
体
の
個
性
を
分
析
し
、
そ
の
性
質
と
意
義
を
「
理
解
」
す
る
こ
と
が
、
社
会
科
学
の
次
の
段
階
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
現
象

の
意
味
理
解
に
と
っ
て
、
我
々
の
も
つ
価
値
関
心
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
さ
ら
に
、
あ
る
集
合
体
を
過
去
か
ら
未
来
の
時
間
軸
の
中

に
位
置
づ
け
、
そ
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
研
究
の
最
終
段
階
と
な
る
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
社
会
現
象
の
歴
史
的
な
意
味
理
解

に
資
す
る
概
念
の
構
築
、
す
な
わ
ち
「
理
念
型（Idealtypus
）」
の
構
築
を
社
会
科
学
の
目
標
と
見
な
し
た
。

因
果
推
論
革
命

近
年
に
な
っ
て
、
経
済
学
の
一
定
の
成
功（
合
理
的
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
の
広
が
り
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
統
計
的
分
析
へ
の
要
請
な

ど
を
背
景
と
し
て
、
社
会
科
学
の
方
法
を
め
ぐ
る
議
論
が
新
た
な
装
い
を
ま
と
っ
て
浮
上
し
て
き
た
。
そ
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
ゲ
ア

リ
ー
・
キ
ン
グ
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｏ
・
コ
ヘ
イ
ン
、
シ
ド
ニ
ー
・
ヴ
ァ
ー
バ
の
手
に
よ
る
『
社
会
科
学
の
リ
サ
ー
チ
・
デ
ザ
イ
ン
』（
原
著
一

九
九
四
年
）で
あ
っ
）
11
（
た
。
彼
ら
は
こ
の
本
の
中
で
、
少
数
事
例
を
扱
う
定
性
的
研
究（qualitative research

）を
、
多
数
事
例
を
扱
う
定
量
的

研
究（quantitative research

）の
方
法
に
近
づ
け
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
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定
量
的
研
究
で
は
「
Ｘ
と
い
う
条
件
が
あ
れ
ば
Ｙ
と
い
う
結
果
が
生
じ
や
す
い
」
と
い
う
因
果
関
係
を
確
率
論
的
に
解
明
す
る
こ
と
が

目
指
さ
れ
る
。
独
立
変
数（
Ｘ
）と
従
属
変
数（
Ｙ
）の
因
果
関
係
を
仮
説（
理
論
モ
デ
ル
）と
し
て
設
定
し
た
う
え
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
多
く

の
事
例
を
集
め
、
回
帰
分
析
な
ど
の
統
計
的
な
操
作
に
よ
っ
て
、
そ
の
仮
説
が
ど
の
程
度
当
て
は
ま
る
か
を
検
証
す
る
。
こ
う
し
た
「
因

果
推
論（causal inference

）」
を
通
じ
て
、
特
定
の
事
例
を
越
え
て
一
般
的
に
成
り
立
つ
法
則
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
社
会
科
学
の
目
的
と

さ
れ
）
11
（
た
。
少
数
事
例
を
深
く
探
究
す
る
地
域
研
究
、
歴
史
学
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
定
性
的
研
究
で
も
、
前
も
っ
て
因
果
推
論
の

仮
説
を
提
示
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
事
例
の
観
察
に
よ
っ
て
そ
の
仮
説
を
検
証
す
る
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
た
。

『
リ
サ
ー
チ
・
デ
ザ
イ
ン
』
の
主
張
は
大
き
な
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
。
定
性
的
研
究
を
行
う
研
究
者
た
ち
は
、
自
ら
の
研
究
方
法
に

定
量
的
研
究
と
は
別
の
意
義
が
あ
る
と
し
て
反
論
し
た
。
た
と
え
ば
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
ら
は
、

少
数
の
事
例
を
深
く
考
察
し
、
出
来
事
の
間
の
「
過
程
追
跡（process tracing

）」
を
行
う
こ
と
で
、
独
立
変
数
と
従
属
変
数
の
間
の
確
率

的
な
因
果
関
係
で
は
な
く
、
多
数
の
要
因
が
絡
み
合
っ
た
複
雑
な
「
因
果
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
た
。

さ
ら
に
一
般
的
に
当
て
は
ま
る
法
則
で
は
な
く
、
限
定
さ
れ
た
時
間
・
空
間
に
お
い
て
成
り
立
つ
多
様
な
因
果
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と（
そ
の
一
つ
の
手
法
が
「
類
型
化
」
で
あ
る
）も
重
要
だ
と
論
じ
）
11
（
た
。

ゲ
イ
リ
ー
・
ガ
ー
ツ
や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
ホ
ニ
ー
ら
は
、
統
計
や
確
率
論
に
依
拠
す
る
定
量
的
研
究
と
、
集
合
論
に
依
拠
す
る
定
性
的

研
究
の
間
に
は
、
基
本
的
な
哲
学
の
相
違
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
彼
ら
は
両
者
を
組
み
合
わ
せ
る
「
混
合
手
法（m

ixed 

m
ethod

）」
を
提
唱
し
）
11
（
た
。
総
じ
て
近
年
ま
で
の
議
論
で
は
、
社
会
科
学
の
方
法
の
多
様
性
や
多
元
性
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
間
の
協

力
を
模
索
す
る
方
向
で
議
論
が
行
わ
れ
て
い
）
11
（
る
。

『
リ
サ
ー
チ
・
デ
ザ
イ
ン
』
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、
日
本
で
も
定
量
的
な
研
究
手
法
を
紹
介
す
る
教
科
書
が
多
数
出
版
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
）
11
（
た
。
た
だ
し
日
本
で
は
、
定
量
的
な
研
究
手
法
が
広
く
紹
介
さ
れ
る
一
方
で
、
方
法
の
多
元
性
や
そ
れ
ら
の
間
の
相
互
補
完
に
つ

い
て
は
ま
だ
議
論
が
諸
に
つ
い
た
段
階
と
言
え
る
。


	福祉国家.pdf
	福祉国家 奥付.pdf

